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古
墳
時
代
首
長
系
譜
の
継
続
と
断
絶

朝l

出

’ド
U
L
L
 

呂

士山

首
長
系
譜
の
分
析
と
政
治
史

古
墳
は
、

一
基
の
み
で
単
独
に
存
在
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
い
く
つ
か
の
古
墳
が
群
を
な
し
て
古
墳
群
を
形
成
す
る
。
古
墳
群
に
は

群
集
墳
と
呼
ぶ
小
規
模
な
古
墳
の
群
集
か
ら
な
る
も
の
と
、
前
方
後
円
墳
な
ど
首
長
層
の
た
め
に
築
か
れ
た
数
基
の
大
型
の
古
墳
が
隣

接
し
て
グ
ル
ー
プ
を
な
す
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
。
後
者
は
現
在
の
行
政
単
位
の
町
や
小
さ
い
市
に
一
グ
ル
ー
プ
程
度
存
在
し
、
個
々

の
古
墳
は
そ
れ
ぞ
れ
一
世
代
ぐ
ら
い
の
間
隔
を
あ
け
な
が
ら
代
を
か
さ
ね
て
築
か
れ
る
。
こ
の
首
長
墓
群
の
一
単
位
を
首
長
墓
系
譜
と

呼
び
、
被
葬
者
群
に
主
体
を
お
い
て
表
現
す
る
時
は
「
墓
」
を
省
い
て
首
長
系
譜
と
呼
称
す
る
。
こ
の
首
長
系
譜
の
出
現
と
消
滅
を
分

析
し
て
古
墳
時
代
の
地
域
単
位
の
政
治
史
を
分
析
す
る
研
究
は
、
す
で
に
各
地
で
実
施
さ
れ
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
た
。

さ
て
、
日
本
各
地
に
お
け
る
首
長
系
譜
の
研
究
成
果
を
通
覧
す
る
と
、
系
譜
の
あ
り
か
た
は
一
様
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
の
前
期
・

中
期
・
後
期
の
全
時
期
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て
系
譜
を
維
持
し
て
い
る
も
の
、
前
期
の
み
で
断
絶
す
る
も
の
、
前
期
・
中
期
ま
で
の
も

の
、
逆
に
後
期
に
な
っ
て
か
ら
系
譜
が
始
ま
る
も
の
な
ど
と
、
そ
の
あ
り
か
た
は
多
様
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
の
首
長
系
譜
に
お
い
て
、



2 

あ
る
時
期
に
前
方
後
円
墳
が
と
ぎ
れ
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
大
き
な
円
墳
や
帆
立
貝
式
古
墳
が
築
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
小
野
山
節
は
五

世
紀
に
お
い
て
多
く
の
地
方
首
長
が
前
方
後
円
墳
を
築
け
な
か
っ
た
現
象
に
注
意
し
、
伝
応
神
陵
古
墳
や
伝
仁
徳
陵
古
墳
の
よ
う
な
巨

大
墳
の
築
造
に
示
さ
れ
る
河
内
王
朝
の
権
力
に
よ
る
政
治
的
規
制
に
よ
っ
て
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
中
断
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
規
制
が
古
墳
時
代
に
お
い
て
五
回
存
在
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
大
和
政
権
の
中
枢
に
あ
っ
た
有
力
氏
族
の
失

（

1）
 

脚
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
、
古
墳
時
代
の
政
治
史
研
究
に
重
要
な
提
言
を
行
っ
た
。
小
論
の
第
一
の
目
的
は
、
こ

の
規
制
論
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

首
長
系
譜
の
分
析
を
基
礎
に
議
論
し
う
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
古
墳
時
代
の
政
治
社
会
の
成
熟
度
合
で
あ
る
。

か
つ
て
西
川
宏

は
、
五
世
紀
の
巨
大
墳
で
あ
る
総
社
市
の
作
山
古
墳
や
岡
山
市
の
造
山
古
墳
な
ど
の
被
葬
者
が
吉
備
地
方
の
多
く
の
中
小
首
長
の
上
に

君
臨
す
る
大
首
長
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

こ
の
「
大
首
長
は
、

単
一
の
集
団
か
ら
世
代
を
重
ね
て
輩
出
し
た
の
で
は
な

く
、
複
数
の
特
定
地
域
集
団
の
首
長
が
そ
う
し
た
地
位
を
お
そ
っ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、

（

2）
 

え
た
。

ま
さ
に
吉
備
連
合
政
権
の
確
立
を
示
す
」
と
考

大
首
長
が
特
定
集
団
に
固
定
さ
れ
や
す
、
複
数
集
団
の
な
か
で
移
動
す
る
現
象
に
た
い
す
る
考
察
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
の
は
吉
田
晶

で
あ
る
。
こ
れ
を
首
長
権
が
輪
番
的
に
移
動
す
る
現
象
と
解
釈
し
、
「
輪
番
的
に
就
任
さ
れ
る
大
首
長
は
部
族
同
盟
全
体
の
結
合
的
統

（

3）
 

一
体
と
し
て
の
権
威
と
権
力
を
も
っ
」
と
説
明
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
政
治
権
力
の
あ
り
か
た
は
首
長
権
の
所
在
が
一
定
し
て

い
な
い
こ
と
を
示
す
と
の
見
方
に
た
っ
て
、

五
世
紀
の
日
本
が
政
治
組
織
の
形
態
に
お
い
て
国
家
以
前
の

「
部
族
同
盟
」
段
階
の
特

徴
を
示
す
と
し
た
の
で
あ
る
。

近
藤
義
郎
も
ま
た
吉
田
と
似
た
観
点
に
た
っ
。
近
藤
は
古
墳
の
首
長
墓
系
譜
の
一
単
位
を
「
部
族
」
の
一
単
位
と
把
握
し
、
作
山
古



墳
や
造
山
古
墳
な
ど
の
よ
う
な
吉
備
の
大
首
長
墓
は
「
部
族
」
が
連
合
し
た
「
部
族
連
合
」
の
「
最
高
首
長
」
の
古
墳
と
把
握
す
る
。

さ
ら
に
京
都
府
の
丹
後
地
域
の
場
合
を
例
示
し
な
が
ら
、

「
こ
の
連
合
の
最
高
首
長
の
位
置
は
、
特
定
部
族
に
か
な
ら
ず
し
も
固
定
・

世
襲
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
最
高
首
長
を
示
す
臣
墳
が
、
部
族
地
域
を
こ
え
て
頻
繁
に
移
動
し
て

（

4
）
 

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
」
と
結
論
す
る
。
吉
田
は
「
部
族
同
盟
」
と
呼
び
、
近
藤
は
「
部
族
連
合
」
と
言
う
。

（

5）
 

こ
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ

nshamzqoh
胃

F
g
を
ど
う
訳
す
か
の
差
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
に
古
墳
時
代
の
首
長
墓
系
譜
の

古墳時代首長系譜の継続と断絶

こ
の
あ
り
か
た
が
国
家
成
立
以
前
の
政
治
組
織
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
は
「
部

（

6〉

族
・
部
族
同
盟
と
い
う
氏
族
的
秩
序
を
」
「
破
壊
し
な
け
れ
ば
、
古
代
専
制
国
家
」
は
成
立
し
な
い
と
い
う
主
張
を
も
っ
。
ま
た
近
藤

（

7
）
 

は
「
古
代
国
家
形
成
以
前
の
諸
部
族
内
外
の
諸
関
係
を
律
し
て
き
た
古
墳
」
と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

古
墳
時
代
の
政
治
組
織
を
吉
田
や
近
藤
の
よ
う
に
理
解
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
古
代
の
国
家
形
成
の
画
期
を
め
ぐ
る
論
争
に
も

大
い
に
関
係
す
る
。
小
論
の
目
的
の
第
二
は
、
古
墳
時
代
を
「
部
族
同
盟
」
段
階
と
解
釈
し
う
る
か
ど
う
か
を
、
首
長
墓
系
譜
論
に
し

（

8
）
 

ぼ
っ
て
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。

京
都
府
桂
川
右
岸
地
域
に
お
け
る
ケ
I
ス
ス
タ
デ
ィ

右
に
掲
げ
た
ニ
つ
の
問
題
を
議
論
す
る
う
え
で
、
個
々
の
首
長
系
譜
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
欠
な
基
礎
作
業
で
あ
る
。
と

く
に
近
年
で
は
開
発
事
業
に
と
も
な
う
大
規
模
な
調
査
が
激
増
し
、
遺
跡
の
分
布
調
査
で
前
方
後
円
墳
が
新
規
に
発
見
さ
れ
た
り
、
あ

3 

る
い
は
過
去
に
墳
丘
が
削
平
さ
れ
て
上
部
が
消
滅
し
た
古
墳
の
周
溝
が
新
た
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
開
発
の
多
い
地
方
で
は
、

一
つ
の
市
で
も
小
さ
な
前
方
後
円
墳
が
毎
年
の
よ
う
に
発
見
さ
れ
、
時
に
は
当
該
地
域
の
首
長
系
譜
の
理
解
に
変
更
を
迫
っ
て
く
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
研
究
は
、
た
え
ず
地
域
に
即
し
た
、
き
め
細
か
な
調
査
活
動
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
過
去
に
調
査
が
比
較
的
よ
く
行
わ
れ
、

か
つ
筆
者
が
日
々
新
た
と
な
る
知
見
に
触
れ
る
便
宜
に
恵
ま
れ
て
い
る
京
都
府
の

桂
川
右
岸
地
域
の
ケ
I
ス
ス
タ
デ
ィ
を
基
礎
と
す
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
把
握
し
た
特
徴
が
他
地
域
で
も
妥
当
す
る
か
否
か
を
、
山
城
地

域
や
近
畿
地
方
さ
ら
に
は
全
国
の
傾
向
と
比
較
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

桂
川
右
岸
の
地
域
と
は
、
旧
制
の
乙
訓
郡
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
葛
野
郡
南
部
の
一
部
の
地
域
を
含
む
。
葛
野
郡
と
乙

古墳時代首長系譜の継続と断絶

訓
郡
は
現
在
の
国
道
九
号
線
と
桂
川
と
の
交
点
付
近
で
境
を
な
す
が
、
古
墳
時
代
に
は
こ
の
境
界
域
を
拠
点
と
す
る
一
つ
の
首
長
系
譜

が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
領
域
は
乙
訓
北
部
か
ら
葛
野
南
端
部
に
ま
た
が
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
扱
う
桂
川
右
岸
の
古
墳
時
代
の
地

域
区
分
は
律
令
郡
制
の
区
分
と
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
な
お
桂
川
左
岸
に
は
顕
著
な
首
長
系
譜
は
な
く
混
乱
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
以
下
の
叙
述
で
は
桂
川
地
域
と
の
み
表
現
す
る
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
古
填
時
代
の
首
長
系
譜
は
大
別
す
る
と
樫
原
グ
ル
ー
プ
、
向
日
グ
ル
ー
プ
、
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
三
グ
ル
ー
プ
、

細
別
す
る
と
向
日
グ
ル
ー
プ
が
二
小
群
、
長
岡
グ
ル
ー
プ
が
三
小
群
に
分
か
れ
て
全
部
で
六
小
群
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜
の
分
析
に

（

9
V
 

つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
し
、
と
く
に
こ
の
う
ち
向
日
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
詳
し
く
叙
述
し
た
の
で
、
詳
細
は
そ
れ
ら

に
譲
る
こ
と
と
し
、
小
論
の
論
述
に
お
い
て
必
要
で
最
小
限
の
範
囲
に
し
ぼ
っ
て
要
説
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
数
年
間
で
新
た
に
発
見

さ
れ
た
首
長
墓
関
係
資
料
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
既
知
の
古
墳
で
も
発
掘
の
結
果
、
年
代
や
性
格
づ
け
に
お
い
て
修
正
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
が
ら
に
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
成
果
を
示
す
と
図
ー
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
図
を
解
説
す
る
叙
述
の
形
式

を
と
り
つ
つ
、
右
に
細
別
し
た
六
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長
系
譜
に
つ
い
て
北
か
ら
順
を
お
っ
て
略
述
し
よ
う
。

5 
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（
一
）
樫
原
・
山
田
グ
ル
ー
プ

一
本
松
古
墳
、
百
々
池
古
墳
、
天
皇
ノ
杜
古
墳
、
山
田
桜
谷
一
号
墳
・
同
二
号
墳
、
穀
塚
古
墳
、
清
水
山
古
墳
、
天
鼓
森
古
墳
の
順

に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
山
田
桜
谷
の
二
古
墳
は
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の
調
査
で
新
た
に
明
ら
か
に
な

（叩）

っ
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
の
円
筒
植
輸
は
断
続
す
る
横
ハ
ケ
メ
を
有
し
、
穴
宮
市
焼
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
五
世
紀
中
葉
と
考
え
ら
れ
、
天

皇
ノ
杜
古
墳
と
穀
塚
古
墳
と
の
間
を
う
め
る
時
期
の
古
墳
と
し
て
よ
い
。
こ
の
地
域
の
北
部
の
松
尾
地
区
の
平
野
部
の
古
墳
群
は
学
術

調
査
を
ま
た
や
す
に
早
く
消
滅
し
た
も
の
が
多
い
。
元
禄
一
一
年
の
古
文
書
に
は
前
方
後
円
墳
一
二
基
を
含
む
八
基
の
古
墳
が
記
録
さ
れ
て

（日）

い
る
。
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
地
下
に
遺
存
す
る
周
溝
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古
墳
群
の
正
確
な
実
態
を
究
明
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
ニ
〉
向
日
北
小
グ
ル
ー
プ

寺
戸
大
塚
古
墳
、
妙
見
山
古
墳
、
伝
高
畠
陵
古
墳
、
牛
廻
古
墳
、
南
条
古
墳
、
物
集
女
車
塚
古
墳
の
順
の
築
造
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
物
集
女
車
塚
古
墳
は
一
九
八
一
ニ

1
八
四
年
の
発
掘
に
よ
っ
て
後
円
部
の
横
穴
式
石
室
と
内
部
の
石
棺
の
構
造
や
副
葬
品
の
構
成

（ロ）

が
明
ら
か
と
な
り
、
六
世
紀
中
葉
の
古
相
に
属
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
コ
一
）
向
日
南
小
グ
ル
ー
プ

元
稲
荷
古
墳
、
北
山
古
墳
、

五
塚
原
古
墳
、
芝
山
古
墳
の
順
が
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
前
期
に
は
向
日
グ
ル
ー
プ
は
南
北
一
ー
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
が
中
期
以
後
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
南
グ
ル
ー
プ
の
系
譜
と
し
て
区
別
す
る
必
要
を
認
め
る
よ
う
な
顕
著
な
古

墳
が
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
新
し
い
段
階
で
は
向
日
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
括
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
上
里
・
井
内
小
グ
ル
ー
プ

鏡
山
古
墳
、
芝
一
号
墳
、
稲
荷
塚
古
墳
、
井
内
車
塚
古
墳
の
順
が
考
え
ら
れ
る
。
坂
川
流
域
を
基
盤
と
す
る
。
こ
の
系
譜
は
前
期
に



顕
著
な
首
長
墓
を
も
た
ず
、
円
筒
埴
輪
や
滑
石
製
祭
器
の
特
徴
か
ら
五
世
紀
初
頭
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
鏡
山
古
墳
か
ら
始
ま
る
。
ど

の
時
期
に
お
い
て
も
墳
丘
の
規
模
が
他
の
系
譜
の
古
墳
よ
り
も
小
さ
い
点
は
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

（
五
〉
長
法
寺
・
今
里
小
グ
ル
ー
プ

長
法
寺
南
原
古
墳
、

カ
ラ
ネ
ケ
岳
二
号
古
墳
、
今
里
車
塚
古
墳
、
恵
解
山
古
墳
、
塚
本
古
墳
、
舞
塚
古
墳
、
長
法
寺
七
ツ
塚
四
号

墳
、
今
里
大
塚
古
墳
の
順
が
推
定
さ
れ
る
。
小
畑
川
右
岸
を
基
盤
と
す
る
。
こ
の
系
譜
の
地
域
に
は
細
塚
古
墳
が
存
在
す
る
が
今
は
消

古墳時代首長系譜の継続と断絶

滅
し
た
。
そ
の
名
か
ら
前
方
後
円
墳
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
り
年
代
も
判
明
し
な
い
。
こ
の
系
譜
に
お
い
て
は
近
年

相
次
い
で
三
つ
の
古
墳
に
関
す
る
新
し
い
知
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
長
岡
京
市
開
田
の
塚
本
古
墳
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
に
調
査
さ

れ
た
。
規
模
を
メ
ー
ト
ル
の
数
値
で
示
す
と
、
墳
丘
全
長
一
ニ

O
、
後
円
部
径
二

O
、
前
方
部
幅
二

O
の
規
模
を
も
ち
、
幅
二
メ
ー
ト
ル

の
周
溝
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
楯
形
・
蓋
形
・
動
物
形
・
円
筒
形
な
ど
の
埴
輪
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
か
ら
五
世
紀
末
な
い
し
六
世
紀
初
頭
と

（臼）

推
定
さ
れ
る
。

一
九
八
二
年
に
調
査
さ
れ
た
。
規
模
を
メ
ー
ト
ル
の
数
値
で
示
す
と
墳
丘
全
長
三

（

M）
 

九
、
後
円
部
径
三

O
、
前
方
部
幅
一
五
の
帆
立
貝
式
古
墳
と
な
る
。
埴
輸
の
特
徴
か
ら
六
世
紀
前
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ニ
は
長
岡
京
市
今
里
の
舞
塚
古
墳
で
あ
る
。

そ
の
三
は
長
岡
京
市
長
法
寺
の
七
ツ
塚
四
号
墳
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
に
調
査
さ
れ
た
。
円
丘
部
の
直
径
が
一
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
一
一
メ
ー
ト
ル
で
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
前
方
部
を
も
っ
。
木
棺
直
葬
の
埋
葬
施
設
が
ゴ
一
基
検
出
さ
れ
た
。
副
葬
品
の
構
成
か
ら
六

（店）

世
紀
の
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

会
ハ
）
山
崎
小
グ
ル
ー
プ

7 

大
山
崎
町
円
明
寺
の
鳥
居
前
古
墳
は
一
九
八
六
年
と
一
九
八
八
年
の
二
回
の
調
査
の
結
果
、
円
丘
部
直
径
四

0
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
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〈路）

の
長
さ
二

0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
立
地
が
小
泉
川
右
岸
に
あ
り
、
右
の
グ
ル
ー
プ
と
は
出
身
基

盤
を
異
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
他
の
系
譜
と
は
一
応
区
別
し
て
お
く
が
、

五
世
紀
初
頭
に
突
然
出
現
し
て
、
そ

の
後
に
継
続
す
る
首
長
墓
が
現
状
で
は
未
確
認
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
六
つ
の
首
長
墓
の
系
譜
は
古
墳
群
の
所
在
場
所
と
小
河
川
の
水
系
に
即
し
て
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
・
後
期

に
は
顕
著
な
古
墳
群
を
も
た
な
い
向
日
南
小
グ
ル
ー
プ
、
中
期
か
ら
群
の
形
成
を
始
め
る
上
里
・
井
ノ
内
小
グ
ル
ー
プ
、
鳥
居
前
古
墳

以
外
に
顕
著
な
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
山
崎
小
グ
ル
ー
プ
な
ど
は
不
安
定
な
小
系
譜
で
あ
る
。
逆
に
樫
原
・
山
田
グ
ル
ー
プ
の
北

群
は
後
期
に
な
っ
て
前
期
と
は
離
れ
た
山
田
の
地
区
に
出
現
す
る
か
ら
、
南
群
と
同
一
系
譜
と
し
て
よ
い
か
ど
う
か
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
厳
密
に
は
こ
れ
ら
は
二
つ
の
小
系
譜
に
細
分
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
桂
川
地
域
の
系
譜
を
大

別
す
る
際
に
は
樫
原
・
山
田
と
向
日
と
長
岡
の
一
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
細
分
し
た
六
系
譜
は
小
グ
ル
ー
プ
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

古
墳
の
墳
形
規
制
論
の
再
検
討

は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
小
野
山
節
は
大
王
の
古
墳
と
地
方
の
王
の
古
墳
の
墳
形
や
規
模
の
変
化
を
比
較
し
て
大
王
権
力
の
強
い

時
期
に
は
地
方
の
首
長
の
古
墳
の
墳
形
に
規
制
を
加
え
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
問
題
を
右
の
地
域
を
一
例
と
し
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

こ
の
地
域
で
は
、
向
日
グ
ル
ー
プ
の
系
譜
は
五
世
紀
に
な
る
と
前
方
後
円
墳
を
築
い
て
い
な
い
。
牛
廻
古
墳
や
伝
高
畠
陵
古
墳
は
大

型
の
円
墳
あ
る
い
は
帆
立
員
式
古
墳
で
あ
る
。
山
崎
小
グ
ル
ー
プ
の
鳥
居
前
古
墳
も
ま
た
前
方
部
の
短
い
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
れ
ら
二
系
譜
の
み
を
み
る
と
小
野
山
の
指
摘
は
適
合
す
る
か
に
み
え
る
。



し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
隣
接
す
る
長
岡
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
逆
に
五
世
紀
に
な
っ
て
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
顕
著
で
あ
る
。
こ

（

げ

）

の
う
ち
今
里
車
塚
古
墳
は
高
橋
美
久
二
に
よ
れ
ば
伝
日
葉
酢
援
陵
古
墳
の
墳
形
と
同
一
企
画
で
あ
り
、
か
つ
倭
製
の
方
格
規
矩
四
神
鏡

を
有
し
、
蓋
形
壊
輪
お
よ
び
円
筒
埴
輪
の
特
徴
か
ら
五
世
紀
前
葉
に
し
う
る
。
さ
ら
に
恵
解
山
古
墳
は
全
長
一
二

0
メ
ー
ト
ル
で
、
墳

丘
の
範
囲
確
認
調
査
に
よ
る
墳
丘
裾
部
の
調
査
結
果
を
総
合
す
る
と
、
伝
仁
徳
陵
古
墳
の
四
分
の
一
の
企
画
に
復
元
で
き
る
。
ま
た
、

古墳時代首長系譜の継続と断絶

蓋
形
と
円
筒
形
の
埴
輸
の
う
ち
円
筒
埴
輸
は
外
面
の
二
次
調
整
が
断
続
す
る
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
で
黒
斑
を
有
す
る
。
こ
の
技
法
は
穴
窯
焼
成

〈
路
）

の
埴
輪
よ
り
も
型
式
学
的
序
列
で
は
先
行
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
黒
斑
の
有
る
埴
輪
と
無
黒
斑
の
埴
輸
の
併
存
期
聞
を
短
く
評
価
し
、

（
同
日
）

無
黒
斑
の
穴
窯
焼
成
の
埴
輸
の
出
現
の
暦
年
代
を
遅
く
見
積
る
川
西
宏
幸
説
は
再
検
討
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、
埴
輪
の
み
で
五
世
紀

中
葉
前
後
の
古
墳
の
暦
年
代
を
決
め
る
の
は
一
般
に
危
険
で
あ
る
が
、
恵
解
山
古
墳
に
お
い
て
は
前
方
部
に
多
量
の
鉄
器
を
収
納
し
た

〈
却
）

施
設
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
鉄
器
の
型
式
学
的
特
徴
を
も
勘
案
す
る
と
、
五
世
紀
の
前
葉
と
中
葉
の
境
に
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。

右
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
今
里
車
塚
古
墳
と
恵
解
山
古
墳
と
は
小
野
山
の
い
う
河
内
王
朝
の
規
制
の
時
期
に
属
し
な
が
ら
前
方
後
円

墳
の
墳
形
を
と
る
か
ら
規
制
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
同
時
期
の
向
日
グ
ル
ー
プ
や
山

崎
小
グ
ル
ー
プ
の
系
譜
で
は
円
墳
や
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
る
。

つ
ま
り
隣
接
す
る
こ
れ
ら
一
一
一
つ
の
系
譜
の
相
互
の
関
係
に
注
目
す
れ

ば
、
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
前
方
後
円
墳
は
五
世
紀
前
葉
と
中
葉
に
お
い
て
向
日
グ
ル
ー
プ
や
山
崎
小
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
優
位
の
関
係
に
た

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
桂
川
地
域
の
首
長
墓
系
譜
ど
う
し
の
横
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
ふ
ん
え
ず
ど
れ
か
一
系

譜
の
古
墳
の
境
形
や
規
模
が
優
位
に
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
期
の
古
い
段
階
に
は
元
稲
荷
古
墳
が
他
の
系
譜
に
さ
き
が
け
て

9 

古
墳
を
築
造
す
る
。

つ
い
で
寺
戸
大
塚
古
墳
、
五
塚
原
古
墳
、
妙
見
山
古
墳
と
続
き
、
こ
れ
と
並
行
す
る
時
期
に
は
樫
原
・
山
田
グ
ル
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i
プ
に
一
本
松
古
墳
と
百
々
池
古
墳
と
が
あ
る
。

一
本
松
古
墳
の
規
模
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
百
々
池
古
墳
は
円
墳

で
あ
り
、
こ
の
系
譜
の
優
位
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
長
岡
グ
ル
ー
プ
に
南
原
古
墳
が
あ
る
が
、
近
年
の
調
査
で
全
長
六

O
メ
l
ト

ル
の
前
方
後
方
墳
と
判
明
し
た
。

し
た
が
っ
て
、

四
世
紀
代
に
お
い
て
は
向
日
グ
ル
ー
プ
が
桂
川
地
域
全
体
の
盟
主
的
存
在
と
い
え

る。
と
こ
ろ
が
五
世
紀
の
前
葉
と
中
葉
と
に
は
逆
に
長
岡
グ
ル
ー
プ
が
優
位
に
た
つ
こ
と
は
右
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
五
世

紀
の
後
葉
に
お
け
る
首
長
墓
の
実
態
が
、
桂
川
地
域
で
は
十
分
に
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
う
ち
樫
原
・
山
田
グ
ル
ー
プ
の
穀
塚
古

墳
は
全
長
四

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
竪
穴
式
石
室
内
に
画
文
帯
神
獣
鏡
、
帯
金
具
、
銀
象
候
の
環
頭
太
万
、
馬
具
な
ど
の
遺
物

を
有
し
、
須
恵
器
か
ら
五
世
紀
後
葉
の
新
し
い
時
期
の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
恵
解
山
古
墳
と
穀
塚
古
墳
と
の
聞
に
少
く

と
も
一
世
代
分
の
空
白
が
あ
る
。
将
来
こ
れ
を
埋
め
る
資
料
が
見
つ
か
る
か
、
桂
川
地
域
で
は
、
も
と
も
と
盟
主
的
大
規
模
古
墳
を
欠

く
時
期
な
の
か
は
解
明
す
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

つ
づ
く
六
世
紀
前
葉
に
お
い
て
は
大
規
模
な
古
墳
は
確
認
さ
れ
な
い
。
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
塚
本
古
墳
と
舞
塚
古
墳
は
こ
の
時
期
に
属

す
る
が
、
と
も
に
小
規
模
な
前
方
後
円
墳
か
帆
立
貝
式
古
墳
で
あ
る
。

一
方
樫
原
・
山
田
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
穀
塚
古
墳
の
近
隣
の

つ
の
前
方
後
円
墳
（
清
水
山
古
墳
・
天
鼓
ノ
森
古
墳
）
は
前
方
後
円
墳
と
い
う
以
外
に
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
穀
塚
古
墳
と
の
位
置

関
係
か
ら
、

い
ず
れ
か
が
六
世
紀
前
葉
に
お
け
る
桂
川
地
域
の
盟
主
墳
と
考
え
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

つ
い
で
物
集
女
車
塚
古
墳
が
登
場
す
る
。

全
長
四
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
に
横
穴
式
石
室
を
有
し
、
家
形
石
棺
の

内
外
に
金
銅
製
の
冠
を
は
じ
め
各
種
の
装
身
具
や
馬
具
を
納
め
て
偉
容
を
誇
る
。
須
恵
器
の
編
年
に
よ
れ
ば
六
世
紀
中
葉
の
古
相
と

考
え
ら
れ
る
。
他
の
系
譜
で
は
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
稲
荷
塚
古
墳
や
井
内
車
塚
古
墳
な
ど
が
こ
の
時
期
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ



ら
に
比
べ
て
物
集
女
車
塚
古
墳
は
卓
越
し
た
存
在
で
あ
る
。

さ
ら
に
六
世
紀
の
後
葉
に
は
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
今
里
大
塚
古
墳
が
存
在
す
る
。
直
径
四
五
メ
l
干
ル
、
高
さ
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
大

規
模
円
墳
に
周
濠
が
と
り
ま
く
。
横
穴
式
石
室
の
玄
室
は
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
推
定
全
長
二
ハ
メ
ー
ト
ル

の
巨
石
墳
で
あ
り
、
六
世
紀
後
葉
の
新
し
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
総
括
す
る
と
、
桂
川
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
の
な
か
で
優
位
に
立
つ
盟
主
的
首
長
は
、
こ
の
地
域
内
の
一
つ
の
系
譜
に
固

古墳時代首長系譜の継続と断絶

定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
向
日
↓
長
岡
↓
樫
原
・
山
田
↓
向
日
↓
長
岡
と
い
う
順
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

つ
ま
り
向

日
と
長
岡
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
盟
主
的
首
長
の
鹿
を
二
回
に
わ
た
っ
て
交
替
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
導
き
う
る
一
つ
の
結
論
は
墳
丘
の
規
制
論
に
関
す
る
評
価
で
あ
る
。
小
野
山
は
円
墳
な
ど
の
墳
形
規
制
が
中
央
の
大

王
権
力
に
よ
る
直
接
的
な
規
制
と
解
釈
じ
た
が
、
こ
れ
と
は
異
な
る
解
釈
が
可
能
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
五
世
紀
の
前
葉
・
中
葉
に

お
い
て
向
日
グ
ル
ー
プ
の
系
譜
が
前
方
後
円
墳
を
築
き
え
な
い
で
い
る
の
は
桂
川
地
域
内
に
お
け
る
首
長
聞
の
序
列
の
変
化
の
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
系
譜
は
畿
内
の
大
王
権
力
の
地
方
支
配
体
制
の
な
か
で
優
位
な
地
位
を
与
え

ら
れ
た
結
果
、
そ
れ
以
前
の
四
世
紀
に
優
位
に
あ
っ
た
向
日
グ
ル
ー
プ
を
支
配
秩
序
の
中
に
お
い
た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
地
方
の
王
の
古
墳
が
大
王
権
力
の
直
接
的
規
制
の
結
果
と
し
て
一
律
に
前
方
後
円
墳
を
築
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

五
世
紀
の
大

王
権
力
が
桂
川
地
域
を
統
轄
す
る
に
あ
た
り
、
長
岡
グ
ル
ー
プ
と
い
う
盟
主
的
首
長
を
介
し
て
、
そ
の
配
下
の
数
個
の
首
長
系
譜
を
支

配
下
に
お
い
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
論
じ
る
と
、

は
じ
め
に
述
べ
た
「
部
族
同
盟
」
論
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
節
を
あ
ら
た
め
て
他
地
方
の
あ
り
か
た
を

11 

含
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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四

首
長
権
輪
番
制
説
批
判

吉
田
日
間
や
近
藤
義
郎
は
部
族
連
合
の
最
高
首
長
の
古
墳
が
特
定
部
族
に
国
定
さ
れ
て
い
な
い
現
象
を
重
視
す
る
。
筆
者
の
右
の
表
現

に
そ
っ
て
言
い
換
え
る
と
「
盟
主
的
首
長
の
古
墳
が
特
定
の
首
長
墓
系
譜
に
固
定
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
例
証
と
し

て
あ
げ
ら
れ
た
吉
備
地
方
や
丹
後
地
方
以
外
に
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
各
地
に
認
め
ら
れ
る
。

右
に
示
し
た
桂
川
地
域
も
ま
た
、
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
目
を
淀
川
水
系
に
広
げ
て
み
よ
う
。
淀
川
水
系
上
流
域
の
木
津
川

流
域
で
は
古
墳
時
代
前
期
に
、
南
か
ら
椿
井
、
飯
岡
、
大
住
、

八
幡
、
久
世
、
宇
治
の
五
グ
ル
ー
プ
の
首
長
系
譜
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
古
墳
時
代
前
期
で
は
墳
長
一
八

0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
に
一
一
一
一
一
面
以
上
の
一
一
一
角
縁
神
獣
鏡
を
出
土
し
た
大
塚
山
古
墳
が
盟
主
的

古
墳
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
五
世
紀
前
葉
・
中
葉
で
は
こ
の
系
譜
に
は
顕
著
な
首
長
墓
は
な
く
、
盟
主
的
位
置
は
久
世
グ
ル
ー
プ
に
移

勤
し
た
。
す
な
わ
ち
全
長
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
に
長
持
形
石
棺
を
納
め
、
鉄
製
武
器
・
武
具
を
副
葬
し
た
久
津
川
車
塚
古

墳
と
全
長
二
一

0
メ
ー
ト
ル
の
芭
蕉
塚
古
墳
が
相
次
い
で
こ
の
地
に
築
か
れ
た
。

ま
た
淀
川
右
岸
の
三
島
地
方
で
は
古
墳
時
代
前
期
に
は
槍
尾
川
、
弁
天
山
、
安
威
の
ゴ
一
系
譜
が
存
す
る
が
、
こ
の
う
ち
古
墳
の
築
造

を
最
も
早
く
開
始
し
、

か
つ
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
を
有
す
る
弁
天
山
グ
ル
ー
プ
が
前
期
の
盟
主
的
首
長
の
基
盤
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
島
上
郡
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
五
世
紀
の
中
葉
で
は
島
下
郡
の
安
威
川
流
域
に
お
け
る
全
長
二
二
六
メ
ー
ト
ル
の
伝
継
体
陵

古
墳
が
盟
主
的
首
長
の
古
墳
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
六
世
紀
前
葉
に
は
再
び
島
上
郡
の
全
長
一
九

0
メ
ー
ト
ル
の
今
城
塚
古
墳
が
三
島
地

方
に
君
臨
す
る
。

さ
ら
に
淀
川
左
岸
で
は
、
森
、
天
野
川
、
寝
屋
川
の
三
系
譜
が
あ
り
、
前
期
に
お
い
て
は
森
グ
ル
ー
プ
が
最
も
早
く
古
墳
の
築
造
を



開
始
し
て
優
位
性
を
示
す
が
、
五
世
紀
の
前
葉
に
は
こ
の
地
域
の
北
部
に
全
長
一

O
八
メ
ー
ト
ル
の
牧
野
車
塚
古
墳
が
築
か
れ
、
盟
主

的
古
墳
の
基
盤
の
移
動
が
窺
え
る
。

こ
れ
ら
、
盟
主
的
古
墳
を
出
す
グ
ル
ー
プ
の
移
動
の
時
期
に
注
意
す
る
と
、

五
世
紀
前
葉
、
五
世
紀
後
葉
、
六
世
紀
前
葉
に
画
期
が

あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
全
国
各
地
に
お
い
て
首
長
系
譜
の
継
続
と
断
絶
が
顕
著
と
な
る
時
期
に
相
当
す

（幻）

る
。
た
と
え
ば
甘
粕
健
が
指
摘
し
た
武
蔵
の
南
北
二
地
域
聞
の
盟
主
的
古
墳
の
盛
衰
な
ど
は
そ
の
端
的
な
場
合
で
あ
る
。

古墳時代首長系譜の継続と断絶

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
吉
備
や
丹
後
に
お
い
て
近
藤
ら
が
指
摘
す
る
「
最
高
首
長
の
古
墳
」
の
移
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
自
主
的
な
動
き
な
の
で
は
な
く
、
全
国
的
に
連
動
し
た
現
象
と
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
吉
田
が
「
首
長
権
の
輪
番
制
」

と
解
釈
し
た
も
の
は
、
決
し
て
地
域
内
の
自
主
的
な
動
き
な
の
で
は
な
く
、
全
国
的
に
連
動
す
る
現
象
な
の
で
あ
り
、
名
地
の
首
長
の

地
位
を
左
右
す
る
よ
う
な
全
国
レ
ベ
ル
の
政
変
が
背
景
に
介
在
し
た
と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
部
族
同
盟
段

階
の
政
治
組
織
の
特
徴
の
証
拠
と
さ
れ
た
首
長
権
の
輪
番
制
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五

結
論
1

1
古
墳
時
代
政
治
史
分
析
の
視
角

大
王
権
力
に
よ
る
地
方
首
長
の
古
墳
へ
の
直
接
的
規
制
説
の
批
判
と
首
長
権
輪
番
制
説
の
批
判
と
を
総
合
し
て
筆
者
の
見
解
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

盟
主
的
古
墳
の
系
譜
が
移
動
す
る
五
世
紀
前
葉
、
五
世
紀
後
葉
、
六
世
紀
前
葉
の
三
つ
の
時
期
は
小
野
山
が
古
墳
の
墳
丘
規
制
が
認

め
ら
れ
る
と
し
た
時
期
に
近
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
小
野
山
が
、
大
王
権
力
に
よ
っ
て
多
く
の
地
方
首
長
の
古
墳
が
規
制
を

13 

受
け
た
と
理
解
し
た
点
は
、
地
方
首
長
の
前
方
後
円
墳
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
築
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
実
情
に
合
わ
な
い
け
れ
ど
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も
、
小
野
山
が
こ
れ
ら
三
つ
の
変
動
期
が
大
王
権
力
周
辺
に
お
け
る
有
力
氏
族
の
力
関
係
の
変
動
に
起
因
す
る
と
示
唆
し
た
点
は
、
今

後
発
展
さ
せ
る
べ
き
重
要
な
提
言
と
思
わ
れ
る
。

大
王
権
力
の
周
辺
に
お
け
る
こ
の
政
治
変
動
が
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
各
地
の
首
長
系
譜
の
継
続
と
断
絶
と
に
連
動
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
さ
ら
に
問
題
は
大
き
く
展
開
す
る
。
た
と
え
ば
桂
川
地
域
に
お
い
て
盟
主
的
首
長
系
譜
は
、
四
世
紀
代
に
は
向
日
グ
ル
ー
プ
に

あ
り
、

五
世
紀
前
葉
に
は
長
岡
グ
ル
ー
プ
に
移
動
す
る
。
前
者
の
古
墳
の
墳
形
の
企
画
原
理
が
奈
良
盆
地
東
南
部
の
箸
墓
古
墳
と
緊
密

（
明
以
）

で
あ
る
こ
と
を
和
田
晴
吾
は
指
摘
し
た
。
ま
た
こ
の
系
譜
の
一
万
稲
荷
古
墳
の
埴
輪
は
箸
墓
古
墳
の
そ
れ
と
同
様
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
た

い
し
、
後
者
の
長
岡
グ
ル
ー
プ
の
恵
解
山
古
墳
の
墳
丘
は
伝
徳
陵
古
墳
と
間
企
画
で
あ
り
、

か
つ
前
方
部
の
鉄
器
埋
納
施
設
が
五
世
紀

の
大
王
権
力
に
連
な
る
古
墳
と
の
共
通
点
を
多
く
も
つ
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

五
世
紀
前
葉
に
お
け
る
向
日
グ
ル
ー
プ
か
ら
長
岡
グ
ル
ー
プ
へ
の
盟
主
的
首
長
権
の
移
動
は
、

五
世
紀
前
葉
に
お
け
る

大
王
権
力
周
辺
の
政
治
的
変
化
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
大
王
権
力
が
桂
川
水
系
に
支
配
権
を
及
ぼ
す
上
で
、
そ
れ

ま
で
奈
良
盆
地
東
南
部
の
政
治
勢
力
と
結
ん
で
い
た
向
日
グ
ル
ー
プ
の
首
長
を
排
除
し
て
長
岡
グ
ル
ー
プ
に
テ
コ
入
れ
し
た
と
理
解
し

う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
ま
た
、

五
世
紀
前
葉
に
お
け
る
政
治
変
動
は
地
方
の
み
な
ら
ず
中
央
に
お
い
て
も
激
し

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
五
世
紀
に
お
い
て
巨
大
古
墳
が
河
内
平
野
に
出
現
す
る
現
象
を
河
内
王
朝
の
出
現
と
理
解
す
る
説

を
批
判
し
て
、
政
治
権
力
の
中
枢
の
所
在
は
変
わ
ら
ず
、
墳
墓
地
の
み
の
移
動
と
説
く
考
え
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
変
動
期

が
各
地
の
首
長
墓
系
譜
の
断
絶
を
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
中
央
と
地
方
と
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
政
治
的
激
動
が
こ

の
時
期
に
生
じ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
五
世
紀
後
葉
と
六
世
紀
前
葉
に
お
い
て
も
、
同
様
の
現
象
を
推
定
し
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。



古
墳
の
首
長
墓
系
譜
の
継
続
と
断
絶
と
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
の
政
治
史

の
分
析
に
新
し
い
展
開
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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。
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化
財
研
究
所
『
平
安
京
跡
発
掘
資
料
選
ハ
二
）
』
一
九
八
六
年
。

森
浩
一
「
元
禄
一
一
年
に
お
け
る
京
都
市
下
山
田
の
古
墳
調
査
」
『
古
代
学
研
究
』
六
五
号
、
一
九
七
二
年
。

秋
山
浩
三
・
山
中
章
編
『
物
集
女
寧
塚
』
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
三
集
、
一
九
八
八
年
。

木
村
泰
彦
「
右
京
一
七
三
次
（
七
A
N
K
H
T
l
l
一
二
地
区
〉
調
査
略
報
」
『
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
昭
和
五
九
年
度
、

一
九
八
五
年
、
三
回

l
四
O
頁。

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（印）

〈

uv
ハロ〉

〈

臼

〉
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小
論
を
、

山
口
博
・
伊
辻
忠
司
・
肥
後
弘
幸
「
長
岡
京
跡
右
京
第
八
ゴ
了
一

O
五
次
」
『
京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
』
第
九
冊
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調

査
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
、
九
七

l
一
一
一
一
頁
。

長
岡
京
市
教
育
委
員
会
・
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
七
ツ
塚
古
墳
群
第
三
次
調
査
現
地
説
明
会
資
料
』
一
九
八
七
年
。

福
永
仲
哉
一
編
「
鳥
居
前
古
墳
』
（
『
大
山
崎
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
六
集
、
一
九
八
七
年
）
。
な
お
一
九
八
八
年
に
大
阪
大
学
文
学

部
考
古
学
研
究
室
が
実
施
し
た
調
査
の
結
果
、
後
円
部
基
底
部
と
同
じ
高
さ
の
前
方
部
葺
石
列
の
下
に
さ
ら
に
、
も
う
一
列
の
葺
石
列
を
検

出
し
た
。
こ
の
結
果
、
前
方
部
の
長
さ
は
後
円
部
直
径
の
半
分
の
前
方
後
円
墳
と
判
明
し
た
。

高
橋
美
久
二
ら
「
長
岡
京
跡
右
京
第
二
六
次
発
掘
調
査
概
要
」
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
一
九
八

O
ー
ー
一
一
』
京
都
府
教
育
委
員
会
、

一
九
八

O
年
、
九
九

i
一一一一一員。

川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』
六
四
巻
二
号
、
一
九
七
八
年
。

都
出
比
呂
志
「
前
期
古
墳
の
新
古
と
年
代
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』
六
七
巻
四
号
、
一
九
八
二
年
。

山
本
輝
雄
ら
「
恵
解
山
古
墳
第
三
次
発
掘
調
査
概
要
」
『
長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
八
冊
、
一
九
八
一
年
。

甘
粕
健
「
武
蔵
国
造
の
反
乱
」
杉
原
荘
介
・
竹
内
理
三
編
『
古
代
の
日
本
」
第
七
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八

O
年。

和
田
晴
五
日
「
五
塚
原
古
墳
の
墳
丘
測
量
よ
り
」
小
野
山
節
編
『
主
陵
の
比
較
研
究
』
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
、

八

i
六
O
頁。

（

H
）
 

（お〉

（
日
四
〉

（

口

）

（
叩
凶
）

（
刊
日
〉

（初〉

（

幻

〉

（辺〉

一
九
八
九
年
三
月
に
九
州
大
学
文
学
部
を
定
年
退
官
さ
れ
る
横
山
浩
一
先
生
に
献
呈
す
る
。

一
九
八

O
年、

五

（
文
学
部
教
授
）


